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過年度の中小河川の高水流量観測結果の整理

技術支援課 中嶌 一彦、〇谷口 幸弥、枝澤 知樹（現 総務部）

はじめに

東京都では中小河川の水害を減らすため、河川断

面の拡幅、調節池の整備等のハード対策や、浸水予

想区域図、洪水予報等のソフト対策を進めている。 

当センターではこれらの河川整備に資するため、

昭和41 年（1966）より中小河川の高水流量観測を

現在まで継続的に実施している1)。令和5年度までの

観測箇所数は水位観測所または水位観測地点378箇

所のうち244箇所となっている。流量観測後に河川

改修や自然現象の発生、時間経過等による河積の形

状変化が生じると、過年度の流量観測結果が適用で

きなくなるが、河積形状に変化がない河川であれ

ば、過年度の流量観測結果が有効な箇所が存在す

る。本報では、昭和41 年（1966）から令和5年度ま

での流量観測結果を整理した結果を示し、有効な流

量観測結果のうち河川管理や治水計画に役立つと考

えられる地点の調査結果から水位と流量の関係を整

理し、水位から流量を一瞥把握できるよう換算表を

作成したので紹介する。 

 

流量観測一覧表の紹介

昭和41 年（1966）から令和5年度までの流量観測

を行った244箇所について、河川名や観測地点名、

高水流量観測の実施年度、水位・流量等を把握でき

るよう一覧表で整理した。整理した一覧表を表－1

に示す。加えて俯瞰的に把握できるよう整理した情

報をK-Mapにマッピングした。K-Mapは東京都建設

局内のみで利用可能な統合型GISである。地図と

データベースをリンクさせることによって、地図上

で様々な情報を総合的に管理することができる。

マッピングした結果を図－1に示す。 

流量観測結果の整理箇所の選定

で示した過年度の流量観測箇所のうち、中小河

川の治水計画上、流量の把握に重要となる箇所を抽

出し、過年度の高水流量観測の結果から水位流量曲

線を作成することで各箇所の水位と流量の関係を整

理した。箇所を抽出する上で着目点とした項目は以

下の5つである。

1)2面張り・3面張りで護岸改修済または改修予定

がないこと 

河積の形状が変化すると、流出特性が変化するた

め、既存の高水流量観測の結果が適用できない。そ

こで本報では、壁面や河床が土や砂利等ではなく、

2面張りまたは3面張りのコンクリート等で改修済ま

たは長期（20年から30年）にわたって改修の予定が

ない箇所を選定の対象とした。 

2)流観実施から概ね20年以上経過していないこと 

2面張りまたは3面張りの護岸でも改修工事以外の

要因により河川形状が変化し、水位と流量の関係に

影響が生じることがある。例えば、2面張り護岸で

は時間経過による河床の変動、3面張り護岸でも部

分的な補修等による変動がある。そのため、本報で

は、最後の流量観測実施から概ね20年以上経過し
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ていない箇所を選定の対象とした。

3)最高観測水位の判定がAまたはBであること 

護岸の横断面図の天端高さと余裕高から計画高水

位を知ることができる。そこで本報では、過年度の

流量観測箇所の計画高水位を整理し、流量観測の結

果から、各観測箇所の最高実測水位を抽出した。次

に、最高実測水位に対する計画高水位の割合をそれ

ぞれ取り（河床高を差し引いた高さの割合）、比率

が0から1/3までをC、1/3から2/3までをB、2/3以上の

ものをAとし、3段階のランク付けを行った。

この結果から、水位におけるランクがAまたはB

の箇所を選定の対象とした。 

4)調節池、分水路、合流点、治水基準点の付近で

あること 

中小河川の水害を抑制するには、調節池や分水路

の役割が欠かせない。調節池や分水路を整備したこ

とによる水害軽減の効果は上下流の河川の流量から

確認することができる。また合流点や治水基準点の

流量把握は河川管理上の要点となる。そのため、整

備済または整備中の調節池の上下流、分水路の上下

流、合流点付近、治水基準点付近の観測箇所も選定

の対象とした。

5)テレメータ設置箇所で水位計測方法が水晶水圧

式であること 

東京都水防災総合情報システムにて設置されてい

るテレメータには、水位計測方法が水晶水圧式と超

音波式のものが存在する。このうち接触型の水晶水

圧式は、非接触型の超音波式に比べて計測精度が高

い傾向にある。そこで、計測方法が水晶水圧式であ

るものを選定の対象とした。 

 

1)から5)の条件を着目点として、水位と流量の整

理箇所の選定を行った。その結果を表－2及び図－2

に示す。選定箇所は観測地点378箇所のうち21箇所

となった。河川ごとの内訳としては、石神井川が3

箇所、神田川が6箇所、妙正寺川が3箇所、善福寺川

が4箇所、境川が2箇所、呑川、谷沢川、仙川が1箇

所ずつとなった。また参考までに令和6年4月時点で

の調整池・分水路の位置図を図－3に示す。 

水位 流量曲線の作成

前述で選定した箇所において高水流量観測で得ら

れたデータから水位流量曲線を作成した。水位流量

曲線の算出には文献2)に示されている式(1)のn次式

を用いた。n次式は観測で得られた値を上回る水位

や流量に対して適用（外挿）可能である。 

Q＝a×（H－b）n 式(1) 

ここに、Q:流量（m3/s），H:水位（A.P.m），a,

b，n：パラメーター 

またn次式による水位流量曲線の作成が困難な箇

所については、式(2)に示す2次式を用いて算出し

た。 

Q＝a×（H－b）2 式(2)

ここに、Q 流量（m3/s），H 水位（A.P.m），

a b：パラメーター

また、数式のみでは水位から流量を把握すること

が容易でないため、算出した曲線を基に水位と流量

の換算表を作成した。水位については、水防災総合

情報システムのテレメータの観測値から即座に把握

できるように10cm間隔のテレメータ水位(cm)とA.P.

換算した実測水位(m)の両方を作成した。各箇所の

水位と流量の整理結果を表－3から表－23に示す。 

各表の太枠で囲んだ水位及び流量は、n次式によ

り推定された外挿範囲の水位と流量である。 

但し、表－20の丸山橋においては、n次式による水

位流量曲線が作成できなかった。n次式が作成でき

なかった理由としては、大きな流量の発生が少なっ

たためと考えられる。n次式は観測で得られた流量

の値に小さいデータが多いと、誤差を生じやすいた

め、可能な限り大きな流量を数多く観測することが

重要である2)。 また、表－15、表－16、表－18, 表

－22については水位観測所名（テレメータの設置箇

所名）と流量観測箇所（流量観測した橋）が異なっ

ているが、いずれも水位観測所付近の橋で流量観測

を実施したものである。武蔵野橋水位観測所は済美

橋下流、原分寺橋水位観測所は原橋下流、朝日橋水

位観測所は霊峰橋下流、鶴間水位観測所は二津屋橋

上流に設置されている。 
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ていない箇所を選定の対象とした。

3)最高観測水位の判定がAまたはBであること 

護岸の横断面図の天端高さと余裕高から計画高水

位を知ることができる。そこで本報では、過年度の

流量観測箇所の計画高水位を整理し、流量観測の結

果から、各観測箇所の最高実測水位を抽出した。次

に、最高実測水位に対する計画高水位の割合をそれ

ぞれ取り（河床高を差し引いた高さの割合）、比率

が0から1/3までをC、1/3から2/3までをB、2/3以上の

ものをAとし、3段階のランク付けを行った。

この結果から、水位におけるランクがAまたはB

の箇所を選定の対象とした。 

4)調節池、分水路、合流点、治水基準点の付近で

あること 

中小河川の水害を抑制するには、調節池や分水路

の役割が欠かせない。調節池や分水路を整備したこ

とによる水害軽減の効果は上下流の河川の流量から

確認することができる。また合流点や治水基準点の

流量把握は河川管理上の要点となる。そのため、整

備済または整備中の調節池の上下流、分水路の上下

流、合流点付近、治水基準点付近の観測箇所も選定

の対象とした。

5)テレメータ設置箇所で水位計測方法が水晶水圧

式であること 

東京都水防災総合情報システムにて設置されてい

るテレメータには、水位計測方法が水晶水圧式と超

音波式のものが存在する。このうち接触型の水晶水

圧式は、非接触型の超音波式に比べて計測精度が高

い傾向にある。そこで、計測方法が水晶水圧式であ

るものを選定の対象とした。 

 

1)から5)の条件を着目点として、水位と流量の整

理箇所の選定を行った。その結果を表－2及び図－2

に示す。選定箇所は観測地点378箇所のうち21箇所

となった。河川ごとの内訳としては、石神井川が3

箇所、神田川が6箇所、妙正寺川が3箇所、善福寺川

が4箇所、境川が2箇所、呑川、谷沢川、仙川が1箇

所ずつとなった。また参考までに令和6年4月時点で

の調整池・分水路の位置図を図－3に示す。 

水位 流量曲線の作成

前述で選定した箇所において高水流量観測で得ら

れたデータから水位流量曲線を作成した。水位流量

曲線の算出には文献2)に示されている式(1)のn次式

を用いた。n次式は観測で得られた値を上回る水位

や流量に対して適用（外挿）可能である。 

Q＝a×（H－b）n 式(1) 

ここに、Q:流量（m3/s），H:水位（A.P.m），a,

b，n：パラメーター 

またn次式による水位流量曲線の作成が困難な箇

所については、式(2)に示す2次式を用いて算出し

た。 

Q＝a×（H－b）2 式(2)

ここに、Q 流量（m3/s），H 水位（A.P.m），

a b：パラメーター

また、数式のみでは水位から流量を把握すること

が容易でないため、算出した曲線を基に水位と流量

の換算表を作成した。水位については、水防災総合

情報システムのテレメータの観測値から即座に把握

できるように10cm間隔のテレメータ水位(cm)とA.P.

換算した実測水位(m)の両方を作成した。各箇所の

水位と流量の整理結果を表－3から表－23に示す。 

各表の太枠で囲んだ水位及び流量は、n次式によ

り推定された外挿範囲の水位と流量である。 

但し、表－20の丸山橋においては、n次式による水

位流量曲線が作成できなかった。n次式が作成でき

なかった理由としては、大きな流量の発生が少なっ

たためと考えられる。n次式は観測で得られた流量

の値に小さいデータが多いと、誤差を生じやすいた

め、可能な限り大きな流量を数多く観測することが

重要である2)。 また、表－15、表－16、表－18, 表

－22については水位観測所名（テレメータの設置箇

所名）と流量観測箇所（流量観測した橋）が異なっ

ているが、いずれも水位観測所付近の橋で流量観測

を実施したものである。武蔵野橋水位観測所は済美

橋下流、原分寺橋水位観測所は原橋下流、朝日橋水

位観測所は霊峰橋下流、鶴間水位観測所は二津屋橋

上流に設置されている。 
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表－ 石神井川加賀橋の水位流量換算表 表－ 石神井川すずしろ橋の水位流量換算表

表－ 石神井川溜淵橋の水位流量換算表

太枠で囲んだ箇所は、観測で得られた値

を上回る外挿範囲の水位と流量

表－ 神田川曙橋の水位流量換算表

表－ 神田川南小滝橋の水位流量換算表

表－ 神田川和田見橋の水位流量換算表

表－ 神田川田島橋の水位流量換算表

表－ 神田川方南橋の水位流量換算表
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表－ 神田川向陽橋の水位流量換算表

表－ 妙正寺川昭和橋の水位流量換算表

表－ 妙正寺川西落合橋の水位流量換算表

表－ 妙正寺川永久橋の水位換算表

表－ 善福寺川朝日橋水位観測所（霊峰橋）

の水位流量換算表

表－ 善福寺川武蔵野橋水位観測所（済美橋）

の水位流量換算表

表－ 善福寺川松見橋の水位流量換算表

表－ 善福寺川原寺分橋水位観測所（原橋）

の水位流量換算表

表－ 呑川工大橋の水位流量換算表

表－ 谷沢川丸山橋の水位流量換算表

表－ 仙川宮下橋の水位流量換算表

表－ 境川鶴間橋水位観測所（二津屋橋）

の水位流量換算表
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での閲覧・共有

作成した21箇所の水位と流量の換算表については地

図上で俯瞰的な閲覧ができるようK-Mapの観測箇所

図に連携させた。K-Mapで表示した和田見橋での例

を図－4に示す。K-Mapのテーブル表の各観測箇所

にそれぞれの換算表を格納したハイパーリンクを付

与することで、観測箇所のシンボルから水位と流量

の関係が閲覧可能となった。この結果、地図上での

観測箇所との照会や使用者同士の容易な共有が行え

る。

まとめ

本報では、昭和41 年（1966）から令和5年度まで

における過年度の流量観測調査結果を整理した。

流量観測を実施した箇所のうち、護岸を改修済み

または長期的な改修予定がなく、河川の治水計画あ

るいは維持管理において流量を一瞥把握することが

重要と考えられる箇所については、観測結果を用い

て水位と流量の換算表を作成した。この結果から水

防災システムのテレメータ水位から高水時の流量の

容易な推定が可能となった。

今後、上記で述べた重要と考えられる箇所のう

ち、水位と流量の関係が明らかになっていない箇所

について流量観測を実施し、水位と流量の関係を整

理していきたい。
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表－ 境川境橋の水位流量換算表

図－ からの水位流量換算表の閲覧（和田見橋）
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まえがき

これまで建設局では、多くの河川や壕・河川運河

等の改修並びに管理を実施してきている。これら河

川等の改修や維持・管理に際しては、過去の経緯を

把握することが非常に重要である。一方、このよう

な河川改修等に関する古い資料は急速に失われつつ

あり、資料の存否確認や入手に非常な手間と労力を

必要としているのが現状である。 

このため、筆者らはこれまでにセンター年報や学

会発表などを通じて、東京都の管理体制に係る経緯、

東京都の中小河川改修・計画に係る資料並びに個別

河川の変遷等の集成を進めてきている1)～25)。 

本稿は関係者でも接する機会が少なく、また建設

局で現有していない資料26)について、とりまとめて

報告してきた資料集成の完結編となる。 

 

資料の概要

本稿は、平成26年のセンター年報・資料編（その2）

（以下、「資料編（その2）と記す」）12)に最初の掲

載を行った「河川・水路等一覧（昭和28年1月1日時

点）」の続編であり、本稿を以って完結する。 

この「普通河川・水路調書」（建設局 昭和28年4

月刊）26)については、管見で建設局内に現有してい

ない資料であり、保有機関よりコピーを入手して、

このような形でデータ化を図っているものである。 

当該調書は、目次1頁、一覧表1頁、本編179頁、正

誤表3頁から構成され、旧河川法（明治29年4月8日 

法律第71号）時代における在来下水道を含む普通河

川、組合水路、水道局関係水路、その他水路の構造・

規模等をとりまとめた非常に稀有な資料である。 

ここで、在来下水道、普通河川また公共溝渠等の

相違の詳細については、令和4(2022)～同5(2023)年度

のセンター年報・報告編23),24)を参照願いたい。 

本稿では、平成26年の資料編（その2）12)・表 に

ある普通河川・水路調書 総括表に掲載した水路所在

区のうち、既報の資料編（その2～その4）12),16),17)に

おいて未掲載の荒川区(No.15)から江戸川区(No.20)分

を網羅することで、本資料の完結を図るものである。 

なお、掲載にあたっては継続性を重視し、図表番

号のうち内訳番号を資料編（その2）12)からの通し番

号で附し、ページ番号も続き番号としていること、

また当該行政区名・区域は現行の特別区名称・区域

とは異なることに留意願いたい。 

今回のデータ化に際しては、印刷の不明な箇所や

明らかな誤記等については修正し、若干の表記の統

一を図った。加えて、一部箇所は出典元の資料に毀

損があり、判別不明な点があることをお断りしてお

く。 
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